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団体受晶

長崎大学工学部では，平成18年度から20年度にか

けて文部科学省の現代的ニーズ取組支援プログラム

(GP)の支援を得て，["健全な社会を支える技術者の

育成Jに取組んできた この3年間の教育活動の成果

を，まとめた著書「安全安心工学入門~安全安心は長

崎から-J(古今容院全187頁)を工学部教員を中心

に刊行した

長崎大学工学部では，安心して暮らせる健全な社会

を支える技術者を育成するために，本学部の~守色であ

るものづくり教育と安全・安心教育の融合を図るとと

もに，長崎地域特有の問題を題材とした「地域に学ぶ」

実践教育を過して，総合的・実践的キャ リア教育を行っ

ている.この成果をわかりやすく 。具体的にまとめた

のが本著書である 本容は，工学の基礎となる安全安

心工学の基礎編 (4草)と長崎大学工学部が地域の安

全に取組んできた地域の高齢者 ・婆援護者の生活，自

然災害に関する安全安心を取り扱った応用編(4 i:t) 
から構成されている 基礎編では，安全 ・安心の科学

の導入として， リスクの定量的評価!とマネジメントや

安全の文化の紹介から，安全なものづくりへの基本的

な考え方，情報セキュリテイや化学物質の安全性の概

念を示している また応用編では，地域の火山災害に

対する安全を確保するための防災の試みや，長崎に多

い斜面地・由III占の安全・安心に向けての試み，インフ

ラなど既存のものの安全性確保に向けた対策と安心へ

の取り組みなどを紹介している

本著訟は，大学 l年次の全学必修科目「教主主特別講

義Jにおいて，安全安心の概念とものづくり ，生活

の安全安心， 災害の安全安心をわかりやすく体系的に

講義するテキストとして活用している.さらに，工学

工学教育 (J.ofJSEE)， 59-6(2011) 

部会学平|の1-4年生の「安全工学セミナー」等の専

門教育の教材として活用している 本著告を用いた安

全安心工学を基礎から「地域に学ぶ」実践まで，総合

的に教育する長崎大学の教育プログラムは。受講者か

ら高い評価iを受けている.また，企業や自治体に対し

でも公開鱗座等で利用しており，防災や特併の出願な

どへ展開し，地域と辿jj~ した PBL教育として高い評

価を受け.今後のいっそうの効果が期待できる.
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